関東選手権大会　　　8月18日・19日　　等々力陸上競技場

110ｍH　　　廣田　康大（1年）　　予選　　15秒00（+0.2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 準決　　15秒17（-1.4）

女子100ｍ 　酒井　　好（2年）　　予選　　13秒40（-1.6）

200ｍ　　酒井　　好（2年） 　 予選　　27秒14（+-0）

· 廣田（1）は関東選手権・チャンピオンシップ・日本ジュニアとビッグ試合の連続。

その幕開けとなるこの試合で準決勝まで進んでくれた。酒井（2）は唯一の女子選手。その選手が関東選手権出場を果たしてくれた。予選敗退だが評価に値する。

九州選手権大会　　　8月26日　　　　　　佐賀県陸上競技場

槍投　　　　　山本　健介（2年）　　決勝　　57ｍ64　　　6位入賞

※台風の影響で強風の中での試合となった。記録はともかく九州選手権で入賞を果たしたことに価値がある。トライアルでは短助走で63ｍを投げていた。

東京都下選手権大会　9月1日・2日　　町田市陸上競技場

100ｍ　　　　奥野　達也（3年）　　予選　　11秒08（-0.7）

　　　　　　　　　　　　　　　　 　準決　　11秒06（+-0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 決勝　　11秒01（+-0）　　優勝

　　　　　　　荒　　裕気（2年）　 予選　　11秒72（+-0）

　　　　　　　山田　雄貴（1年）　 予選　　11秒46（-0.7）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 準決　　11秒36（-0.3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 決勝　　11秒39（+-0）　　6位

　　　　　　　田原　　卓（1年）　 予選　　12秒75（-0.7）

　　　　　　　糠信　一総（1年）　 予選　　13秒07（-1.1）

　　　　　　　豊福　大貴（1年）　 予選　　12秒56（+1.0）

200ｍ　　　　 山田　雄貴（1年）　 予選　　22秒92（+-0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 決勝　　22秒81（+2.0）　　2位

　　　　　　　糠信　一総（1年）　 予選　　26秒26（+-0）

400ｍ　　　 　池田　泰明（3年）　 予選　　50秒89

　　　　　　　荒　　裕気（2年）　 予選　　52秒74

　　　　　　　　　　　　　　　　　 決勝　　52秒87　　　　　　5位

4×100　　　 荒・奥野・山田・瀬戸口　予選　42秒70　　　　　　失格

　　　　　　　細澤・池田・古家・斉藤　予選　43秒69

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　決勝　43秒81　　　　　 6位

4×400　　　細澤・瀬戸口・奥野・池田　決勝　3分20秒83　　　優勝

走幅跳　　　 佐野　貴行（3年）　　決勝　　6ｍ50（-0.1）　　　 優勝

三段跳　　　 古家　嗣久（1年）　　決勝　　13ｍ41（+-0）　　　2位

※100ｍ奥野（3）は久しぶりに彼本来の走りが戻ってきた。秋シーズンで1年時に出した10秒89のベストを突破してもらいたい。荒（2）は4×100のメンバーとなる為には11秒前半の安定した記録がほしい。山田（1）は安定した走りだがあえて言えば爆発力がほしい。田原（1）・糠信（1）・豊福（1）は筋力不足が歴然としている。短距離選手としての体作りから取り組んでもらいたい。400ｍ池田（3）も記録は安定しているが、ここからの成長が必要。49秒台にチャレンジしてもらいたい。荒（2）も4×400メンバーを目指してほしい。4×100はＡチームが失格となったが白井（1）の体調不良で荒（2）が一走となりまずまずの記録であった。Ｂチームの結果はご覧のとおり、特にコメントは無し。4×400は現ベストメンバーで望み2位に10秒以上の差をつけ楽勝であった。競っていれば18秒台は出ただろう。メンバーの中に復調してきている小幡（3）が加われば関東インカレで表彰台も夢ではないチームとなる。走幅跳佐野（3）は平凡な記録ながら優勝を果たしてくれた。相変わらずファールが多いのが気になるが、その辺を克服して関東インカレ標準記録突破を目指してほしい。三段跳古家（1）は、本業の三段跳にもっともっとチャレンジしてほしい。

日本学生チャンピオン選手権大会　　9月8日　　平塚陸上競技場

110ｍＨ　　　廣田　康大（1年）　　予選　　14秒96（+2.0）

※残念ながら予選落ちとなったが、久々の14秒台！本人は全く納得が出来なかった走りで14秒台が出たという事は、まだまだ可能性がある。10月19日から21日大分県で開催されるの日本ジュニア選手権で爆発してもらいたい。
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